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新藤 淳 /Atsushi SHINFUJI
［展覧会］

























『No Museum, No Life?̶これからの美術館事典：国立美術館コレ
クションによる展覧会』カタログ（解説分担執筆）2015年6月、pp. 
97–98, 110–111, 136–137, 168–169, 188–189, 202–205, 212–213, 
















レクチャー：猫町倶楽部「No Museum, No Life?̶これからの美術
館事典」鑑賞会、東京国立近代美術館、2015年7月25日





































































Die Ausbildung von Museumspädagoginnen und –pädagogen̶
Die Notwendigkeit von grundlegenden Kriterien für die Ausbildung, 



















































































村上博哉 / Hiroya MURAKAMI
［小企画］







































































書評：“Picturing Venus in the Renaissance Art”, Print Quarterly, vol. 
XXXII, no. 2 (June 2015), pp. 196–197
インタビュー記事・映画評：「ツウの一見 美術館を手玉にとった男」
『週刊朝日』12月4日増大号、p. 47
報告書：「美術に関する国際交流援助研究報告」『鹿島美術研究』
年報第32号別冊、2015年、pp. 591–593
［翻訳］
マルコ・カルミナーティ『ラファエロ̶アテネの学堂』西村書店、
2015年
ロッセッラ・ヴォドレ「カラヴァッジョ、“とてつもなく奇抜な男”」『カ
ラヴァッジョ展』カタログ、pp. 15–37
マッシモ・モレッティ、アレッサンドロ・ズッカリ「ミケランジェロ・メリー
ジ・ダ・カラヴァッジョの宗教画について̶聖母と聖人たちの“新た
な”図像」『カラヴァッジョ展』カタログ、pp. 181–193
『カラヴァッジョ展』カタログ作品解説
［シンポジウム］
「世界アートデー・パネルディスカッション レオナルドと私」（主催：
日本美術家連盟）国立西洋美術館講堂、2015年4月19日
［その他］
鹿島美術財団の援助による外国人研究者招聘（デイヴィッド・M. ス
トーン教授、2015年5月25日–6月8日）
紀要編集委員・査読委員
